
＜基本理念及び平成26年度目標＞

基本理念　　０歳から１００歳まで・・・子どもたちの未来を育む、やすらぎのまちづ

くり

 人材育成ゆふいん財団は、未来へ向けていつまでも平和で豊かな社会であり続けるために、お

互いの暮らしや地域の関わりあいを深めていくことが大切であると考え、そのような社会の実

現に向けて「人」を育む環境を整えていくという役割を担うものです。

 設立以降、この基本理念のもと事業を推進してきました。平成２６年度事業においても、設立

当時の想いも大切にしながら、継続して取り組んでいきます。

平成26年度目標

ゆふいん財団の活動をアピールして、より多くの人を巻き込み、
参加してもらう

 人材育成ゆふいん財団は、主として湯布院地域で人材育成に関する調査研究を行っている公益

法人です。ゆふいん（湯布院地域や湯布院に関わる人づくり、まちづくり）で培った調査研究

の経験と実績を活用し、大きくは次の２つの公益目的事業を実施していきます。

１）公益目的事業１：市民の 0歳から 100歳までの学びを奨励、援助する事業
 国内外やゆふいんにおいて市民が自ら学び、自ら実践していくための多様な自主的学習や人材

育成の機会を提供することで、０歳から１００歳までの学びを奨励、援助していく事業

公益目的事業１ 実施状況
事業における収支

（円）

①国際交流事業

ゆふいんの子ども達

を、韓国や中国など、文

化や言葉の違う国に使節

団として派遣し、現地で

国際交流を行っていきま

す。

（１）「第 13 回　ゆふいん~アジアふれあい交流子ど
も使節団」・相互交流：往路韓国水原市訪問

・ 町内在住の中学生、高校生を対象に公募。結果的

に面接選考により、１１名が選ばれた。

・ 中学 1 年生が２名、２年生が４名、３年生が２名、
高校１年生が 1 名、２年生が２名。そして引率者
３名の計１４名の使節団で、韓国・水原市（スウ

ォン）を３泊４日で訪問。水原市青少年育成財団

との交流を実施した。

＜実施日程＞

５月３０日　第１回理事会において、韓国・水原市青

少年育成財団と相互交流を継続すること

で決定

６月　７日　第一次応募者面接選考会・団員決定

７月　５日　第二次応募者面接選考会・団員決定

７月１６日　保護者説明会

７月２０日　第１回韓国語勉強会

７月２３日　第２回韓国語勉強会

2,461,908

内事業費：1,745,686

内人件費：716,222

 (収入：361,000)



７月３０日　第３回韓国語勉強会

８月　３日　第４回韓国語勉強会

８月　７日　韓国・水原市へ出発、出発式

８月１０日　湯布院へ帰国、解団式

８月１９日　壁新聞作成

　　２７日

８月２５日　第２回理事会において事業報告

（２）水原市青少年育成財団の由布市訪問

・ 相互交流：復路由布市訪問

昨年度の由布市訪問に引き続き、お互いの往来

の復路として交流プログラムを実施した。交流を

通して由布市や湯布院地域を知り、お互いの継続

的な国際相互交流、親善につなげていくことを目

的に、水原市青少年育成財団が由布市を訪問した。

＜水原市青少年育成財団・交流団の紹介＞ 　　　

１２月上旬　公募

下旬　１１名を選抜

○リーダー（引率者）：ジョン　ソフン（男：常務

理事）、　ピョン　ヒョチョン（女：巻線青少年

修練館館長）、チョン　ユジン（女：巻線青少年

修練館主任）。

○子ども：水原青少年育成財団に所属している勸善

青少年修練館(グォンソン  ユースセンター)で活動

する子どもたち男性６名、女性５名の計１１名。

＜水原市青少年育成財団・交流団訪問旅程＞ 　　

●１月２９日（木）

「水原から湯布院へ　~再会・歓迎の日~」

歓迎会の開催（YUFUIN DEN　（田））
ホームステイのホストファミリー、由布市の関

係者、ゆふいん財団関係者などが集合して歓迎。

計４０名が出席。

●１月３０日（金）

「由布市のまちづくりと自然環境について学び・交

流する 1日」

湯布院講演会　~財団理事長　溝口薫平~

「ゆふいんのまちづくりと自然環境について」

学校見学・湯布院中学校で「給食を一緒に食べ

よう」、箸づくり体験。

ホームステイ（ホストファミリー６家族）

●１月３１日（土）



「大分県を由布市の子どもたちと一緒に訪れ、遊び、

学ぶ１日」

ゆふいん周辺散策などで交流・自由行動。城島

遊園地。

●２月１日（日）

「由布市から水原へ~お別れの日また会う日まで

~」

湯布院公民館で一緒に郷土料理づくり。

②ふれあい学習事業

様々なテーマ・分野で

活動する団体やグルー

プ、個人と連携をしなが

ら、0 歳から 100 歳まで

の学習、人材育成の機会

を提供していきます。

（１）「大分川河川環境学習会」の開催

・ 大分川を舞台にして、川に触れ、川遊びをしなが

ら、川に親しむことを目的に、大分川河川環境学

習会を行いました。

＜実施日程＞

■６月３０日　第１回大分川・河川環境学習会検討

会

■７月　７日　第２回大分川・河川環境学習会検討

会

■７月２５日　第３回大分川・河川環境学習会検討

会

＜８月　５日　大分川・河川環境学習会　第１弾＞

○由布川峡谷の成り立ち、水の力を知る

※参加人数（子ども 10名、スタッフ 10名、計 20名）
■８月２０日　第４回大分川・河川環境学習会検討

会

＜８月２５日　大分川・河川環境学習会　第２弾＞

○男池での湧水、自然環境観察

※参加人数（子ども 13名、スタッフ 10名、計 23名）
■９月１７日　第５回大分川・河川環境学習会検討

会

■１０月７日　第６回大分川・河川環境学習会検討

会

＜11 月 16 日　　大分川・河川環境学習会　第３弾
＞

　　○金鱗湖周辺での自然観察・外来種ゲーム

　　○釣り体験

※参加人数（子ども７名、スタッフ１０名、計 17名）
■12 月 15 日　第７回大分川・河川環境学習会振返

り

557,003

内事業費：168,986

内人件費：388,017

(収入：84,518)



③人材育成活性化のため

の調査・研究事業

「人材育成」「環境問

題」「教育問題」等の各

種講演や啓発・普及活

動、人材育成活性化の調

査・研究を行っていきま

す。

緊急雇用大分県産材木製給食器普及事業を実施。継

続雇用者 1 名に加え新規雇用者を２人採用し、各種研
修をスタートさせた。300 セットの生産活動をするこ
とを目標に生産体制を整え、3 月までに納品を完了し
た。

大分県の公募事業の処遇改善計画を活用し、販路拡

大や寄附誘発への商品活用を図っていく。今後、木育

という視点に立ち、木製給食器の普及に努めていく。

由布市環境課、大分県の豊かな水環境創出事業の働

きかけを受け、７月３０日に設立された「豊かな水環

境創出ゆふいん会議」の事務局を受託した。市民会議

の運営を８月よりスタートさせている。

＜主な活動＞

１．第１回　豊かな水環境創出ゆふいん会議

（設立総会）（平成 26年 7月 30日（水））
２．第２回　豊かな水環境創出ゆふいん会議

（平成 26年 8月 18日（水））
３．宮川の藻の除去作業への参画

（平成 26年 8月 31日（日））
４．大分川の現地調査

（平成 26年 10月 14日（火））
５．四万十川研修

（平成 26年 11月 6日（木）~7日（金））
６．豊かな水環境づくり研修会

（平成 26年 11月 12日（日））
７．県主催「豊かな水環境づくり交流会」

（平成 27年 2月 20日（金））
８．豊かな水環境創出ゆふいん会議　理事個別相談

会

（平成 27年 3月~4月中旬）
９．第３回　豊かな水環境創出ゆふいん会議

（平成 27年 3月 27日）
10．「豊かな水環境づくりフォーラムゆふいん会議」

（平成 27年 3月 27日）

11,000,850

内事業費：3,547,137

内人件費：7,453,713

(収入：11,641,610)

(棚卸： 2,593,687)



２）公益目的事業２：市民の実践活動の促進を援助する事業

 市民が実践する公益的活動に資する人的支援や情報・ネットワーク支援を図り、さらにそ

れらの支援を受けながら名誉ある功績を残した活動に対して助成・顕彰を行い、市民実践

活動のさらなる促進や継続的な側面的援助を行う事業

公益目的事業２ 実施状況
事業における収支

（円）

①市民実践活動への人的

支援事業

市民が実践する公益的

活動の企画・運営につい

ての相談やアドバイスを

行い、適材適所となるボ

ランティアの紹介をして

いきます。

■地域と学校のパイプ役として、由布院小学校の総合

的な学習授業・キャリア教育授業での講師派遣・授

業運営サポートを行った。

１１月１３日（木）　江口　晋氏の授業（ＪＩＣＡ）

１１月２７日（木）　知念　識人氏の授業

（ゆふいんラヂオ）

２月２５日（月）　角野　純也氏の授業（料理人）

２月２４日（火）　溝口　薫平氏の授業

（まちづくり）

■放課後授業の川西公民館寺子屋事業を月２回、湯布

院公民館「わくドキ科学研究所」を１１月より月 1
回 0のサポートを行った。

100,298

内事業費：51,623

内人件費：48,675

 (収入：92,160)

②市民実践活動への情

報・ネットワーク支援

事業

情報誌「人材育成ゆふ

いん財団ニュース」の発

行やホームページを活用

し、公益的活動の情報受

発信とコミュニティーの

ネットワークを構築して

いきます。

「人材育成ゆふいん財団ニュース」の発行

・ 年 5回発行（Vol.80~82）
・ 発行部数４,０００部（１回につき）
・ 町内全戸配布（自治分配）

「ホームページによる情報発信」

282,381

内事業費：130,549

内人件費：151,832

(収入：20,000)

③市民実践活動への助

成・顕彰事業

自主的な公益的活動を

企画、または事業を運営

する個人・グループ・団

体に対して、助成・顕彰

を行っていきます。

・ 市民実践活動への助成事業において、今年度の申

請を行った由布院小学校の「卒業制作　巨大壁画

プロジェクト」へ助成を行った。

・ 市民実践活動への顕彰事業として平成２２年度に

採択された「ゆふいん音楽祭」については、記録

誌作成のための作業が完了した。

2,742,431

内事業費：2,531,916

内人件費：210,515

(収入：20,000)


